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語文119（2022・12　大阪大学国語国文学会）

慶
滋
保
胤
「
為
大
納
言
藤
原
卿
息
女
女
御
四
十
九
日
願
文
」
考

―
型
の
継
承
と
対
句
表
現
の
独
自
性
に
つ
い
て

―

小　
　

西　
　

洋　
　

子

は
じ
め
に

追
善
願
文
は
、
平
安
時
代
の
貴
族
社
会
の
忌
日
法
会
に
際
し
て
、
願
主
よ

り
依
頼
を
受
け
た
儒
者
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
た
漢
文
の
文
章
で
あ
る
。
平
安

中
期
頃
に
な
る
と
、
そ
の
形
式
は
故
人
の
身
分
に
応
じ
て
定
型
化
さ
れ
は
じ

め
る
。
鎌
倉
時
代
の
作
文
指
導
書
で
あ
る
『
王
沢
不
渇
鈔
』
は
、
追
善
願
文

の
構
成
項
目
を
、
一
番
「
四
種
之
次
第
〈
世
間
無
常
通
用
義
・
孝
行
義
・
仏

法
賛
嘆
・
悲
嘆
哀
傷
〉」・
二
番
「
聖
霊
平
生
存
生
之
様
」・
三
番
「
病
中
之

様
」・
四
番
「
逝
去
之
様
」・
五
番
「
悲
嘆
事
」・
六
番
「
日
数
事
」・
七
番
「
修

善
傍
経
事
」・
八
番
「
時
節
景
気
事
」・
九
番
「
昔
因
縁
事
」・
十
番
「
廻
向
句

事
有
惣
別
」
の
十
種
に
分
類
す
る
。
こ
の
分
類
項
目
に
従
っ
て
追
善
願
文
の

型
を
捉
え
る
こ
と
は
、
す
で
に
山
本
真
吾
氏
の
『
平
安
鎌
倉
期
に
於
け
る
表

白
・
願
文
の
文
体
研
究
』（
汲
古
書
院
、
二
〇
〇
六
年
）
第
三
部
「
願
文
の
文

体
」
や
、
渡
辺
秀
夫
氏
の
「
願
文
研
究
の
一
視
点
」『
平
安
朝
文
学
と
漢
文
世

界
』（
勉
誠
社
、
一
九
九
一
年
）
に
詳
し
い
。
例
え
ば
、
九
番
「
昔
因
縁
之

事
」
は
天
皇
の
死
を
釈
迦
の
死
に
な
ぞ
ら
え
る
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
故

人
が
上
皇
の
願
文
に
書
か
れ
る
特
有
の
表
現
で
あ
る
。
ま
た
、
項
目
の
順
番

と
し
て
は
、
同
じ
く
故
人
が
上
皇
の
場
合
は
、
七
番
「
修
善
傍
経
事
」
が
冒

頭
に
置
か
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
故
人
の
身
分
に
応
じ
て
、
構
成
項
目
の
有

無
や
順
番
に
差
異
が
あ
る
。
た
だ
し
、
こ
こ
に
挙
げ
た
と
お
り
故
人
が
上
皇

の
よ
う
な
場
合
は
あ
る
程
度
ま
と
ま
っ
た
数
が
遺
さ
れ
て
い
る
た
め
、『
王

沢
不
渇
鈔
』
の
分
類
項
目
に
従
っ
て
体
系
的
に
そ
の
型
を
捉
え
ら
れ
て
き
た

が
、
そ
れ
以
外
の
願
文
に
つ
い
て
は
、
ま
だ
詳
し
く
分
析
さ
れ
て
い
な
い
。

さ
て
、「
為
大
納
言
藤
原
卿
息
女
女
御
四
十
九
日
願
文
」
は
、『
本
朝
文
粋
』

巻
十
四
所
収
の
慶
滋
保
胤
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
た
願
文
で
あ
る
。
本
願
文
は
、

寛
和
元
年
（
九
八
五
）
閏
八
月
に
花
山
天
皇
の
女
御
藤
原
忯
子
の
四
十
九
日

の
法
会
に
際
し
て
作
成
さ
れ
た
も
の
で
、
願
主
は
忯
子
の
父
藤
原
為
光
で
あ

る
（
以
下
、
本
願
文
を
忯
子
願
文
と
称
す
）。
忯
子
は
、
永
観
二
年
（
九
八

四
）
十
月
に
入
内
し
、
翌
月
花
山
天
皇
の
女
御
と
な
っ
た
が
、
寛
和
元
年
七

月
、懐
妊
中
に
満
十
六
歳
と
い
う
若
さ
で
こ
の
世
を
去
っ
た
。
願
文
に
は
、そ
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の
忯
子
の
生
涯
が
描
か
れ
る
が
、
こ
の
点
は
次
節
以
降
で
詳
し
く
見
て
い
く

と
し
て
、
こ
こ
で
は
本
願
文
の
先
行
注
釈
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。
ま
ず
挙

げ
る
べ
き
も
の
は
、
先
に
掲
げ
た
渡
辺
論
文
で
あ
る
。
こ
の
他
の
主
な
注
釈

と
し
て
は
、
柿
村
重
松
氏
の
『
本
朝
文
粋
註
釈
』（
冨
山
房
、
一
九
六
八
年
）、

井
上
辰
雄
氏
の
『
慶
滋
保
胤
』（
井
上
辰
雄
先
生
を
偲
ぶ
会
、
二
〇
一
六
年
）

な
ど
が
あ
る
。
ま
た
、
渡
辺
論
文
で
は
、
忯
子
願
文
の
よ
う
に
故
人
が
女
性

の
願
文
の
特
徴
と
し
て
、『
白
氏
文
集
』
に
よ
る
粉
飾
が
著
し
い
こ
と
が
詳
述

さ
れ
て
い
る
。
従
っ
て
、
本
願
文
の
典
拠
や
語
句
の
特
徴
に
つ
い
て
は
、
改

め
て
論
じ
る
ま
で
も
な
い
。

本
稿
は
、
忯
子
願
文
の
故
人
が
女
御
で
あ
る
と
い
う
点
に
注
目
し
、
先
行

す
る
願
文
と
の
比
較
を
通
じ
て
、
本
願
文
の
型
を
見
出
し
、
そ
こ
か
ら
そ
の

特
徴
を
論
じ
る
も
の
で
あ
る
。
先
行
す
る
願
文
の
中
で
、
同
じ
く
女
御
が
故

人
で
あ
る
の
は
、「
為
二
左
大
臣
息
女
女
御
一
修
四
十
九
日
願
文
」（『
本
朝
文

粋
』
巻
十
四
・
420
）
と
い
う
願
文
で
あ
る
。
故
人
は
村
上
天
皇
の
女
御
藤
原

述
子
、
願
主
は
述
子
の
父
藤
原
実
頼
で
あ
る
（
以
下
、
述
子
願
文
と
称
す
）。

天
暦
元
年
（
九
四
七
）
十
一
月
、
述
子
の
四
十
九
日
の
法
会
に
際
し
て
、
大

江
朝
綱
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
た
も
の
で
、
述
子
願
文
は
、
故
人
の
身
分
だ
け

で
は
な
く
、
故
人
と
願
主
の
、
娘
と
父
と
い
う
関
係
も
忯
子
願
文
と
共
通
し

て
い
る
。
故
人
の
身
分
が
女
御
の
も
の
で
伝
存
し
て
い
る
の
は
、
管
見
の
限

り
両
願
文
し
か
見
出
せ
な
い
が
、
こ
れ
ら
を
比
較
す
る
と
、
故
人
が
女
御
と

い
う
願
文
に
も
型
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
以
下
、
述
子
願
文
と
の
比
較

を
通
し
て
、
本
願
文
が
述
子
願
文
の
型
を
継
承
し
て
い
る
点
を
明
ら
か
に
し

な
が
ら
、
本
願
文
の
独
自
性
を
見
出
し
た
い
。

一　

忯
子
願
文
の
全
文
と
概
要

ま
ず
は
、
本
節
に
て
願
文
の
全
文
を
掲
載
し
、
概
要
を
確
認
す
る
。
全
体

は
、
六
段
に
分
け
た
。

　
　
　
　

為
大
納
言
藤
原
卿
息
女
女
御
四
十
九
日
願
文

【
第
一
段
】弟
子
為
光
、
前
白
仏
言
、
夫
、
天
不
為
世
之
貪
生
而
輟
其
死
、
命

不
以
人
之
悪
夭
而
長
其
齢
。
誠
是
、
自
然
之
理
、
有
涯
之
悲
也
。

【
第
二
段
】
弟
子
有
一
息
女
、
最
所
鍾
愛
也
。
素
思
進
燕
寝
、
不
欲
混
俗
塵
。

去
年
、
初
促
二
八
廻
之
桃
李
、
得
列
八
十
余
之
綺
羅
。
彼
、
才
色
雖
非

絶
代
、
恩
寵
亦
不
愧
人
。
清
涼
之
春
花
日
遅
、
或
賜
共
翫
、
弘
徽
之
秋

月
夜
永
、
不
許
独
看
。
弟
子
、
雖
思
温
樹
之
不
語
、
難
忍
徳
沢
之
有
余
。

従
其
夢
結
蘭
芬
、
心
祈
蓬
矢
。
有
身
暫
退
陋
巷
、
有
禁
久
在
腋
庭
之
故

也
。

【
第
三
段
】当
斯
時
、
累
旬
有
恙
、
万
方
不
痊
。
於
是
、
天
使
相
望
雲
泥
之
間
、

手
命
欲
満
巾
箱
之
裏
。
弟
子
、
上
泣
聖
明
之
恩
、
下
泣
父
子
之
愛
。
去

七
月
終
即
世
矣
。

【
第
四
段
】昔
日
、
李
夫
人
之
反
魂
尚
可
労
方
士
、
大
長
者
之
出
孕
窃
欲
恨
如

来
。
哀
哉
、
片
時
不
見
欝
腸
宛
如
千
万
秋
。
痛
矣
、
一
夕
相
離
老
涙
已

且
四
十
余
日
。
弟
子
、
欲
訪
旅
魂
而
未
由
、
故
図
金
人
以
為
使
。
将
通

音
信
而
無
便
、
兼
写
宝
偈
以
代
書
。
不
聞
于
今
仁
王
垂
哀
憐
。
不
知
又

我
老
身
忘
寝
食
。

【
第
五
段
】及
于
忌
辰
、
奉
図
絵
。
法
華
曼
陀
羅
一
揁
。
奉
書
写
。
金
字
妙
法

蓮
華
経
一
部
八
巻
、
開
結
、
阿
弥
陀
、
般
若
心
等
経
各
一
巻
。
便
於
法
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性
寺
敬
以
奉
供
養
。
所
生
功
徳
、
銷
滅
累
業
。

【
第
六
段
】努
力
莫
為
人
中
之
雲
雨
。
自
愛
不
受
天
上
之
快
楽
。
又
、
欲
其
奈

此
五
障
何
。
欲
其
奈
彼
五
衰
何
。
弟
子
、
早
引
幽
霊
偏
在
極
楽
。
弥
陀

尊
之
設
蓮
台
、
望
上
品
又
仰
下
品
矣
。
法
華
経
之
説
仏
果
、
令
我
女
不

異
龍
女
焉
。
彼
即
身
也
。
是
後
身
也
。
何
疑
哉
、
何
疑
哉
。
人
皆
有
才

無
才
各
言
其
子
。
仏
願
有
罪
無
罪
定
救
我
児
。
乃
至
、
六
趣
四
生
、
莫

不
引
接
。
敬
白
。

　
　
　
　

寛
和
元
年　

月　

日

（
訓
読
文
）

　
　
　
　

大
納
言
藤
原
卿
息
女
女
御
の
為
の
四
十
九
日
願
文

【
第
一
段
】弟
子
為
光
、
前す
す

み
て
仏
に
白
し
て
言
く
、
夫
れ
、
天
世
の
生
を
貪

る
為
に
其
の
死
を
輟
め
ず
、
命
人
の
夭
を
悪
む
を
以
て
其
の
齢
を
長
く

せ
ず
。
誠
に
是
れ
、
自
然
の
理
、
有
涯
の
悲
な
り
。

【
第
二
段
】弟
子
一
の
息
女
有
り
、
最
も
鍾
愛
す
る
所
な
り
。
素
よ
り
燕
寝
に

進
め
む
こ
と
を
思
ひ
て
、
俗
塵
に
混
ぜ
む
こ
と
を
欲
は
ず
。
去
年
、
初

め
て
二
八
廻
の
桃
李
を
促
し
、
八
十
余
の
綺
羅
に
列
な
る
こ
と
を
得
た

り
。
彼
の
、
才
色
代
に
絶
え
た
る
に
非
ず
と
雖
も
、
恩
寵
亦
人
に
愧
ぢ

ず
。
清
凉
の
春
花
日
遅
く
し
て
、
或
は
共
に
翫
ぶ
こ
と
を
賜
ひ
、
弘
徽

の
秋
月
夜
永
く
し
て
、
独
り
見
る
こ
と
を
許
さ
ず
。
弟
子
、
温
樹
の
語

ら
ざ
る
こ
と
を
思
ふ
と
雖
も
、
徳
沢
の
余
り
有
る
に
忍
び
難
し
。
其
夢

に
蘭
芬
を
結
び
し
従
り
、
心
に
蓬
矢
を
祈
る
。
身
有
り
て
暫
く
し
て
陋

巷
に
退
く
は
、
久
し
く
腋
庭
に
在
る
の
禁
有
る
故
也
。

【
第
三
段
】
斯
の
時
に
当
た
り
て
、
累
旬
恙
有
り
、
万
方
す
れ
ど
も
痊
へ
ず
。

是
に
於
い
て
、
天
使
雲
泥
の
間
に
相
望
み
、
手
命
巾
箱
の
中
に
満
ち
な

む
と
す
。
弟
子
、上
は
聖
明
の
恩
に
泣
き
、下
は
父
子
の
愛
に
泣
く
。
去

七
月
終
に
即
世
す
。

【
第
四
段
】昔
日
、
李
夫
人
の
魂
を
反
す
も
尚
ほ
方
士
を
労
し
、
大
長
者
の
孕

を
出
す
も
窃
か
に
如
来
を
恨
ま
む
。
哀
し
い
か
な
、
片
時
も
見
ざ
れ
ば

欝
腸
宛
も
千
万
秋
の
如
し
。
痛
し
い
か
な
、
一
夕
相
離
る
れ
ば
老
涙
已

に
四
十
余
日
に
且
な
む
な
むと

す
。
弟
子
、
旅
魂
を
訪
ね
む
と
欲
ふ
も
未
だ
由
な

く
、
故
に
金
人
を
図
き
て
以
て
使
ひ
と
為
す
。
音
信
を
通
せ
む
と
す
も

便
り
無
く
、
兼
ね
て
宝
偈
を
写
し
て
以
て
書
に
代
ふ
。
聞
か
ず
や
今
仁

王
哀
憐
を
垂
る
る
を
。
知
ら
ず
や
又
我
が
老
身
寝
食
を
忘
る
る
を
。

【
第
五
段
】忌
辰
に
及
び
て
、
図
絵
し
奉
る
。
法
華
曼
陀
羅
一
揁
。
書
写
し
奉

る
。
金
字
妙
法
蓮
華
経
一
部
八
巻
、
開
結
、
阿
弥
陀
、
般
若
心
等
経
各

一
巻
。
便
ち
法
性
寺
に
於
い
て
敬
ひ
て
以
て
供
養
し
奉
る
。
所
生
の
功

徳
、
累
業
銷
滅
せ
よ
。

【
第
六
段
】
努ゆ
め

力ゆ
め

人
中
の
雲
雨
と
為
る
こ
と
莫
れ
。
自
愛
し
て
天
上
の
快け

楽ら
く

を
受
け
ざ
れ
。
又
、
其
の
此
の
五
障
い
か
む
せ
む
と
す
。
其
の
彼
の
五

衰
い
か
む
せ
む
と
す
。
弟
子
、
早
く
幽
霊
を
引
い
て
偏
に
極
楽
に
在
ら

し
め
む
。
弥
陀
尊
の
設
く
る
蓮
台
、
上
品
を
望
み
又
た
下
品
を
仰
が
む
。

法
華
経
の
説
く
仏
果
、
我
が
女
を
龍
女
と
異
な
ら
ざ
ら
し
め
む
。
彼
は

即
身
な
り
。
是
は
後
身
な
り
。
何
ぞ
疑
は
む
、
何
ぞ
疑
は
む
。
人
皆
才

有
る
も
才
無
く
も
各
其
子
を
言
ふ
。
仏
願
は
く
は
罪
有
る
も
罪
無
く
も

定
め
て
我
が
児
を
救
ひ
た
ま
へ
。
乃
至
、
六
趣
四
生
、
引
接
せ
ざ
れ
む
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こ
と
莫
れ
。
敬
ひ
て
白
す
。

　
　
　
　
寛
和
元
年　

月　

日

各
段
ご
と
に
概
要
を
見
て
い
こ
う
。
第
一
段
、
冒
頭
は
人
の
命
が
永
遠
で

は
な
い
こ
と
を
嘆
く
こ
と
か
ら
始
ま
る
。
第
二
段
は
、
忯
子
の
生
前
の
様
子

が
描
か
れ
る
場
面
。
入
内
し
て
女
御
と
な
り
、
花
山
天
皇
の
寵
愛
を
一
身
に

受
け
た
こ
と
を
述
べ
る
。
第
三
段
で
は
、
病
に
臥
し
、
逝
去
し
た
こ
と
が
述

べ
ら
れ
、
続
く
第
四
段
で
、
そ
の
死
を
悼
む
悲
嘆
表
現
が
記
さ
れ
る
。
第
五

段
で
は
、
法
会
で
奉
納
さ
れ
た
絵
画
と
経
典
が
記
さ
れ
る
。
そ
し
て
第
六
段

に
て
、
忯
子
の
極
楽
往
生
が
祈
願
さ
れ
、
本
願
文
は
締
め
く
く
ら
れ
る
。

ま
ず
注
目
さ
れ
る
の
は
、
花
山
天
皇
の
寵
愛
が
深
か
っ
た
こ
と
を
顕
著
に

記
し
て
い
る
第
二
段
で
あ
る
。
花
山
天
皇
が
忯
子
を
寵
愛
し
た
こ
と
は
、『
栄

花
物
語
』
が
記
す
と
こ
ろ
で
も
あ
る
。
そ
の
た
め
、
本
願
文
は
『
栄
花
物
語
』

と
と
も
に
、
花
山
朝
を
論
ず
る
中
で
言
及
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る（

（
（

が
、
本
稿
で

は
、
天
皇
の
寵
愛
を
願
文
の
中
で
描
く
こ
と
を
、
追
善
願
文
の
型
の
中
に
位

置
づ
け
て
い
き
た
い
。
次
節
以
降
、
第
二
段
、
第
三
段
及
び
第
四
段
を
述
子

願
文
と
比
較
し
て
い
く
。

二　

入
内
か
ら
逝
去
ま
で
の
描
写

本
節
で
は
、
第
二
段
、
第
三
段
を
述
子
願
文
と
対
応
さ
せ
な
が
ら
、
忯
子

願
文
の
特
徴
を
詳
し
く
見
て
い
き
た
い
。
両
願
文
の
対
応
す
る
箇
所
を
Ａ
、

Ｂ
、
Ｃ
、
Ｄ
に
分
類
し
た
。
対
応
箇
所
が
分
か
り
や
す
い
よ
う
行
間
を
空
け

て
い
る
が
、
両
願
文
と
も
に
一
連
の
文
で
あ
る
。

述
子
願
文

忯
子
願
文

Ａ
伏
シ
テ
惟
レ
バ
、

女
御
贈
従
四
位
上
藤
原
朝
臣
者
、
弟
子
最

小
之
児
也
。

弟
子
有
一
息
女
、
最
所
鍾
愛
也
。

Ｂ
養
ハ
レ
テ
在
リ二

深
窓
ニ一

、
外
人
不
レ
識
ラ
。

蕙
心
春
浅
ク
、
未
ダレ

及
バ二

二
八
之
齢
ニ一

、

蘭
質
秋
深
ク
、
初
メ
テ
備
フ二

三
千
之
列
ニ一

。

素
思
進
燕
寝
、
不
欲
混
俗
塵
。

去
年
、

初
促
二
八
廻
之
桃
李
、

得
列
八
十
余
之
綺
羅
。

Ｃ
常
ニ
念
フ
、

一
家
之
子
孫
、
附
ケ二

門
戸
ヲ
於
其
ノ
顧
か
へ
り

ミ
ル
ニ

一

、

満
園
之
草
木
、
期
ス二

栄
枯
ヲ
於
彼
ノ
恩
ニ一

。

彼
、

才
色
雖
非
絶
代
、

恩
寵
亦
不
愧
人
。

清
涼
之
春
花
日
遅
、
或
賜
共
翫
、

弘
徽
之
秋
月
夜
永
、
不
許
独
看
。

弟
子
、

雖
思
温
樹
之
不
語
、

難
忍
徳
沢
之
有
余
。

従
其

夢
結
蘭
芬
、

心
祈
蓬
矢
。

有
身
暫
退
陋
巷
、

有
禁
久
在
腋
庭
之
故
也
。
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Ｄ
何
ゾ
図
ラ
ム
、

楽
未
ダレ

央
カ
ラ
、
哀
先
ヅ
至
ル
。

福
漸
ク
始
ム
ル
モ
、
禍
早
ク
成
ル
。

花
ノ
前
ニ
辞
シ
テ

レ

恩
、
不
レ
見
二
掖
庭
之
月
ヲ一

。

灯
ノ
下
ニ
告
ゲレ

別
、
長
ク
失
フ二

朝
露
之
光
ヲ一

。

当
期
時
、

累
旬
有
恙
、

万
方
不
痊
。

於
是
、

天
使
相
望
雲
泥
之
間
、

手
命
欲
満
巾
箱
之
裏
。

弟
子
、

上
泣
聖
明
之
恩
、

下
泣
父
子
之
愛
。

去
七
月
終
即
世
矣
。

ま
ず
、
Ａ
及
び
Ｂ
に
は
内
容
、
語
句
と
も
に
共
通
点
が
見
出
せ
る
。
Ａ
で

は
、
願
主
と
故
人
の
関
係
が
提
示
さ
れ
、
い
ず
れ
も
娘
で
あ
る
こ
と
を
示
す
。

Ｂ
で
は
、
入
内
し
女
御
と
な
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
る
。
忯
子
願
文
の
「
燕

寝
」
は
、
天
子
の
夫
人
の
部
屋
。
忯
子
願
文
「
素
思
レ
進
二
燕
寝
一
、
不
欲
レ

混
二
俗
塵
一
」
と
述
子
願
文
「
養
在
二
深
窓
一
、
外
人
不
レ
識
」
は
、
表
現
は
異

な
る
も
の
の
、
い
ず
れ
も
世
俗
と
は
交
え
ず
大
切
に
養
育
さ
れ
た
こ
と
が
述

べ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
忯
子
願
文「
初
促
二
二
八
廻
之
桃
李
一
、
得
レ
列
二
八

十
余
之
綺
羅
一
」
と
い
う
表
現
は
、
明
ら
か
に
述
子
願
文
の
「
未
レ
及
二
二
八

之
齢
一
」、「
初
備
二
三
千
之
列
一
」
を
踏
襲
し
て
い
る
。「
二
八
」
は
、
十
六
歳

の
意
で
あ
る
が
、
う
ら
若
い
女
性
の
妙
齢
を
い
い
、
入
内
し
た
こ
と
を
示
す
。

「
八
十
」
は
、『
後
漢
書
』
巻
十
上
・
皇
后
紀
序
文
「
周
礼
、
王
者
立
二
后
、
三

夫
人
、
九
嬪
、
二
十
七
世
婦
、
八
十
一
女
御
一
」
と
あ
る
よ
う
に
女
御
の
こ

と
指
す
。
述
子
願
文
の
「
三
千
之
列
」
は
、
白
居
易
「
長
恨
歌
」（
白
氏
文
集

巻
一
二
596
）
の
「
後
宮
佳
麗
三
千
人　

三
千
寵
愛
在
二
一
身
一
」
を
踏
ま
え
た

も
の
で
、
后
妃
を
示
す
。
こ
の
よ
う
に
Ａ
、
Ｂ
は
、
両
願
文
と
も
に
、
故
人

と
願
主
の
関
係
を
記
し
、
入
内
、
女
御
と
な
る
と
い
う
経
歴
を
述
べ
る
と
い

う
構
成
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
語
句
と
し
て
も
、
入
内
や
女
御
を
数
詞
の

対
を
用
い
て
表
現
す
る
と
い
う
点
が
共
通
し
て
い
る
。
ま
ず
は
こ
こ
か
ら
、

忯
子
願
文
が
述
子
願
文
の
型
を
継
承
し
て
い
る
こ
と
が
窺
え
る
（
２
）。

続
い
て
Ｃ
、
Ｄ
を
見
て
い
き
た
い
。
こ
れ
ら
は
一
見
す
る
と
、
重
な
る
部

分
が
な
い
よ
う
に
も
見
え
る
が
、
Ｃ
で
は
天
皇
の
恩
沢
が
描
か
れ
る
こ
と
、

Ｄ
で
は
逝
去
を
描
く
場
面
で
も
宮
中
や
天
皇
が
示
さ
れ
る
と
い
う
点
に
共
通

点
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

Ｃ
か
ら
見
て
い
こ
う
。
忯
子
願
文
で
は
、
忯
子
が
花
山
天
皇
の
寵
愛
を
一

身
に
受
け
て
い
た
こ
と
が
描
写
さ
れ
る
。
そ
れ
は
、「
清
涼
之
春
花
日
遅
、
或

賜
二
共
翫
一
、
弘
徽
之
秋
月
夜
永
、
不
レ
許
二
独
看
一
」
と
い
う
よ
う
に
、
白
居

易
「
上
陽
白
髪
人
」（
白
氏
文
集
巻
四
131
）
の
「
秋
夜
長　

夜
長
無
レ
寐
天
不
レ

明　

耿
耿
残
燈
背
レ
壁
影　

蕭
蕭
暗
雨
打
レ
窓
声　

春
日
遅 

日
遅
独
坐
天

難
レ
暮　

宮
鴬
百
囀
愁
厭
聞  

梁
燕
双
棲
老
休
妬
」
を
踏
ま
え
て
描
か
れ
る
。

「
上
陽
白
髪
人
」で
は
、
玄
宗
の
寵
愛
を
受
け
な
か
っ
た
上
陽
人
が
、
秋
の
夜

長
も
春
の
遅
遅
た
る
日
も
、
独
り
で
恨
め
し
く
過
ご
し
た
こ
と
を
い
う
が
、

本
願
文
で
は
こ
の
表
現
を
逆
手
に
取
り
、
忯
子
は
天
皇
の
寵
愛
を
十
二
分
に

受
け
た
こ
と
を
表
現
し
て
い
る
。
さ
ら
に
こ
の
句
に
続
き
、「
恩
寵
亦
不
二
愧

人
一
」
や
「
難
レ
忍
二
徳
沢
之
有
余
一
」
と
、
天
皇
の
寵
愛
が
深
く
、
そ
の
恩
徳

は
身
に
余
る
ほ
ど
で
あ
っ
た
と
、
天
皇
の
恩
沢
が
称
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
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点
に
注
目
し
、
述
子
願
文
を
確
認
し
て
み
よ
う
。「
一
家
之
子
孫
、
附
二
門
戸

於
其
顧
一
」
と
あ
る
。「
門
戸
」
は
一
門
の
こ
と
で
、「
顧
」
は
、
天
皇
が
心

を
掛
け
る
こ
と
を
示
す（

（
（

。
本
句
は
、
述
子
の
入
内
に
よ
っ
て
実
頼
一
門
が
村

上
天
皇
の
恩
恵
を
被
る
こ
と
表
現
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
見
る
と
、「
一
家

之
子
孫
」の
対
で
あ
る「
満
園
之
草
木
」も
実
頼
一
門
の
喩
え
で
あ
ろ
う
。
つ

ま
り
「
一
家
之
子
孫
…
…
」
と
「
満
園
之
草
木
…
…
」
の
隔
句
対
は
、
述
子

の
入
内
に
よ
っ
て
実
頼
一
門
が
天
皇
の
恩
恵
を
受
け
、
繁
栄
す
る
こ
と
を
期

待
し
て
い
た
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
こ
う
し
て
見
る
と
、
娘
の
入
内
を
記
し

た
後
に
、
天
皇
の
恩
沢
を
述
べ
る
と
い
う
構
成
は
、
両
願
文
に
共
通
し
た
型

と
い
え
る
だ
ろ
う
。
た
だ
し
、
天
皇
の
恩
徳
の
描
か
れ
方
は
異
な
っ
て
い
る
。

忯
子
願
文
で
は
、「
雖
レ
思
二
温
樹
之
不
語
一
」
と
し
て
、
宮
中
の
こ
と
は
み
だ

り
に
話
す
べ
き
で
は
な
い
（
（
（

と
断
り
つ
つ
、
花
山
天
皇
と
と
も
に
花
や
月
を
翫

ん
だ
と
、
入
内
後
に
一
身
に
注
が
れ
た
寵
愛
を
具
体
的
に
記
し
、
花
山
天
皇

と
忯
子
の
情
愛
を
描
写
す
る
。
一
方
の
述
子
願
文
で
は
、
述
子
の
入
内
に

よ
っ
て
一
門
の
繁
栄
を
期
し
た
こ
と
を
隔
句
対
で
記
す
の
み
で
、
述
子
の
入

内
後
の
様
子
を
描
く
こ
と
は
な
い
。
こ
の
点
は
、
両
願
文
の
対
照
的
な
点
と

い
え
る
だ
ろ
う
。

Ｄ
で
は
、
病
に
臥
し
て
逝
去
し
た
こ
と
が
書
か
れ
る
。
忯
子
願
文
で
は
、

「
天
使
相
二
望
雲
泥
之
間
一 

手
命
欲
レ
満
二
巾
箱
之
裏
一
」
と
あ
る
よ
う
に
、
病

中
の
忯
子
の
も
と
に
、
天
皇
の
使
者
が
幾
度
も
往
来
し
、
天
皇
手
ず
か
ら
の

手
紙
が
小
箱
に
満
ち
あ
ふ
れ
た
、
と
こ
こ
で
も
天
皇
の
寵
愛
を
強
調
す
る
。

さ
ら
に
続
い
て
「
上
泣
二
聖
明
之
恩
一
、
下
泣
二
父
子
之
愛
一
」
と
あ
り
、
天
皇

の
恩
徳
に
謝
す
句
も
記
さ
れ
る
。
対
す
る
述
子
願
文
を
見
て
み
よ
う
。
述
子

願
文
で
は
、「
楽
未
レ
央
、
哀
先
至
、
福
漸
始
、
禍
早
レ
成
」
と
暗
に
逝
去
を

記
し
た
後
、「
花
前
辞
レ
恩
、
不
レ
見
二
掖
庭
之
月
一
、
灯
下
告
レ
別
、
長
失
二
朝

露
之
光
一
」
と
い
う
隔
句
対
が
続
く
。「
掖
庭
」
は
、
宮
中
正
殿
わ
き
の
建
物

で
皇
妃
・
宮
女
が
い
る
後
宮
の
こ
と
。「
朝
露
」
は
、
は
か
な
い
も
の
の
喩
え

で
逝
去
を
も
連
想
さ
せ
る
が
、
こ
れ
は
天
皇
の
恩
沢
を
指
す
も
の
だ
ろ
う（

（
（

。

花
の
前
に
恩
寵
に
別
れ
、
宮
中
の
月
を
見
る
こ
と
は
無
く
、
灯
の
下
に
別
れ

を
告
げ
、
長
ら
く
天
皇
の
恩
沢
を
失
っ
て
し
ま
っ
た
、
と
述
子
の
逝
去
に

よ
っ
て
、
天
皇
の
恩
恵
を
失
っ
た
こ
と
を
表
現
し
て
い
る
。
病
に
臥
し
た
後

も
天
皇
の
寵
愛
が
厚
か
っ
た
こ
と
を
描
く
忯
子
願
文
と
は
、
こ
の
点
も
対
照

的
で
あ
る
が
、
病
中
、
逝
去
が
記
さ
れ
る
文
脈
に
お
い
て
も
天
皇
や
宮
中
を

表
す
語
が
示
さ
れ
る
の
は
共
通
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
故
人
が
女
御
の
願
文

で
は
、
入
内
か
ら
逝
去
を
描
く
に
あ
た
っ
て
、
常
に
天
皇
の
恩
徳
や
宮
中
を

意
識
し
、
女
御
と
い
う
身
分
を
強
調
し
た
描
き
方
が
な
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

こ
の
点
を
踏
ま
え
る
と
、
忯
子
願
文
で
天
皇
の
寵
愛
が
描
か
れ
る
こ
と
も
、

型
と
し
て
は
故
人
が
女
御
と
い
う
願
文
の
型
を
逸
脱
し
た
も
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
。
し
か
し
、
天
皇
の
恩
徳
を
花
山
天
皇
と
忯
子
と
の
情
愛
と
し
て
描
き
、

忯
子
の
入
内
か
ら
逝
去
ま
で
を
一
連
の
流
れ
と
し
て
描
写
す
る
の
は
、
本
願

文
の
特
徴
と
捉
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
述
子
願
文
と
比
べ
る
と
、

本
願
文
は
ス
ト
ー
リ
ー
性
を
持
つ
描
写
と
な
っ
て
い
る
と
い
え
る
だ
ろ
う（

（
（

。

三　

悲
嘆
表
現
の
種
類
と
特
徴

前
節
に
続
く
場
面
を
見
て
い
こ
う
。
本
節
で
検
討
す
る
の
は
、
悲
嘆
表
現

の
箇
所
で
、
こ
こ
も
Ｄ
か
ら
続
く
一
連
の
文
で
あ
る
。
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述
子
願
文

忯
子
願
文

Ｅ1
宛
転
不
レ
閑
ナ
ラ
、
如
シ
臥
ス
ガ

二

鑪
炭
之
上
ニ一

。

迷
惑
失
ヒレ

拠
ヲ
、
似
タ
リ

レ

入
ル
ニ

二

重
霧
之
中
ニ一

。
Ｅ2
李
夫
人
之
反
魂
尚
可
労
方
士
、

大
長
者
之
出
孕
窃
欲
恨
如
来
。

Ｅ2
泣
キ
テ
而
更
ニ
泣
ク
、
玉
卵
共
破
ル二

於
煙
巣
ニ一

。

悲
ミ
テ
之
又
悲
ム
、
瓊
苗
同
ジ
ク
枯
ル二
於
芝
畝
ニ一
。

Ｅ1
哀
哉
、
片
時
不
見
欝
腸
宛
如
千
万
秋
。

痛
矣
、
一
夕
相
離
老
涙
已
且
四
十
余
日
。

Ｅ3
去
夏
哀
情
ノ
毒
焰
、
在
リ
テ

レ

胸
ニ
而
未
ダレ

滅
セ
。

今
冬
啼
眼
ノ
寒
氷
、
承
ケ
テ

レ

眦
ニ
而
無
シレ
乾
ク
コ
ト
。

Ｅ5
弟
子
、

欲
訪
旅
魂
而
未
由
、
故
図
金
人
以
為
使
。

将
通
音
信
而
無
便
、
兼
写
宝
偈
以
代
書
。

Ｅ4
漢
宮
入
内
之
夜
、
傍
ヒ
テ

二

華
輦
ニ一

而
成
スレ

歓
ヲ
。

荒
原
送
終
之
時
、
混
リ
テ

二

松
風
ニ一

而
添
フレ
哭
ヲ
。

Ｅ4
不
聞
于
今
仁
王
垂
哀
憐
。

不
知
又
我
老
身
忘
寝
食
。

両
願
文
と
も
に
悲
嘆
表
現
は
四
聯
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
各
聯
ご
と
に
見
て

い
く
と
、
悲
嘆
表
現
の
種
類
を
お
お
よ
そ
Ｅ
1
～
Ｅ
5
に
分
類
で
き
る（

（
（

。
Ｅ

1
は
願
主
の
悲
し
み
の
深
さ
を
様
々
な
事
象
を
以
て
喩
え
た
も
の
、
Ｅ
2
は

故
人
の
特
徴
を
踏
ま
え
な
が
ら
悲
嘆
を
示
し
た
も
の
、
Ｅ
3
は
昔
時
と
今
時

を
意
識
し
な
が
ら
悲
嘆
を
示
し
た
も
の
、
Ｅ
4
は
宮
中（
漢
宮
）や
天
皇（
仁

王
）
を
記
し
、
女
御
と
い
う
身
分
を
反
映
さ
せ
な
が
ら
悲
嘆
を
表
現
し
た
も

の
で
あ
る
。
Ｅ
5
は
、
や
や
悲
嘆
表
現
と
捉
え
難
い
と
こ
ろ
も
あ
る
が
、
故

人
と
音
信
を
通
ず
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
、
便
り
の
代
わ
り
に
仏
像
を
描

い
た
絵
画
や
書
写
し
た
経
典
を
以
て
故
人
を
弔
お
う
と
い
う
表
現
で
あ
る
。

完
全
に
一
致
す
る
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
が
、
Ｅ
1
、
Ｅ
2
、
Ｅ
4
の
表
現

の
パ
タ
ー
ン
は
、
両
願
文
と
も
に
共
通
し
て
い
る
。
中
で
も
、
Ｅ
2
の
表
現

の
在
り
方
を
見
て
お
き
た
い
。

述
子
願
文
の
、「
玉
卵
」、「
瓊
苗
」
は
胎
児
の
喩
え
で
、「
煙
巣
」、「
芝
畝
」

は
母
体
の
喩
え
。「
煙
巣
」
は
燃
え
て
し
ま
っ
た
巣
の
こ
と
で
、「
芝
畝
」
の

「
芝
」
は
枯
れ
た
木
に
生
え
る
。
そ
れ
ら
に
あ
っ
た
「
卵
」
や
「
苗
」
も
絶
え

て
し
ま
っ
た
と
い
う
の
で
、
述
子
が
懐
妊
中
に
亡
く
な
っ
た
こ
と
を
表
現
し

て
い
る
。
忯
子
願
文
で
こ
れ
に
対
応
す
る
の
は
、「
李
夫
人
之
反
魂
尚
可
レ
労

二
方
士
一 

大
長
者
之
出
レ
孕
窃
欲
レ
恨
二
如
来
一
」
で
あ
る
。
ま
ず
、「
李
夫
人

…
…
」
は
、
白
居
易
「
李
夫
人
」（
白
氏
文
集
巻
四
160
）
の
故
事
を
踏
ま
え
る（

（
（

。

漢
の
武
帝
の
后
妃
で
あ
っ
た
李
夫
人
の
魂
を
降
臨
さ
せ
た
反
魂
香
も
そ
の
秘

薬
を
調
合
し
た
方
士
を
徒
労
に
終
わ
ら
せ
る
と
い
う
意
。
李
夫
人
の
后
妃
と

い
う
身
分
と
忯
子
の
女
御
と
い
う
身
分
を
重
ね
た
句
で
あ
ろ
う
。
述
子
願
文

と
共
通
す
る
の
は
、「
大
長
者
…
…
」
の
方
で
あ
る
。
こ
れ
は
、『
涅
槃
経
』

（
巻
三
十
・
師
子
吼
菩
薩
品
第
十
一
之
四
）
に
見
え
る
故
事
に
拠
る
も
の
で

あ
る
が
、
故
事
の
内
容
は
次
節
で
詳
述
す
る
の
で
、
こ
こ
で
は
本
句
の
大
意

を
示
し
て
お
く
。
天
竺
の
大
富
豪
の
妻
は
、
火
葬
中
に
仏
の
功
徳
に
よ
っ
て

男
子
を
出
産
し
た
が
、
娘（
忯
子
）に
は
そ
の
よ
う
な
奇
瑞
も
起
こ
ら
ず
、
そ

の
悔
し
さ
は
人
知
れ
ず
仏
を
恨
む
ほ
ど
で
あ
る
、
と
い
う
意
で
あ
る
。
懐
妊

中
に
亡
く
な
っ
た
と
い
う
特
徴
を
踏
ま
え
な
が
ら
悲
嘆
を
表
現
す
る
点
は
、

述
子
願
文
の
表
現
方
法
が
踏
襲
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
こ
こ
で
も
、
両
願
文

の
表
現
の
在
り
方
に
は
差
異
が
あ
る
。
忯
子
願
文
で
は
、「
李
夫
人
…
…
」
に

お
い
て
女
御
と
い
う
身
分
を
、「
大
長
者
…
…
」
に
お
い
て
懐
妊
中
に
逝
去
し

た
と
い
う
特
徴
を
表
現
し
て
い
る
。
一
方
述
子
願
文
で
は
、
前
句
と
後
句
の

双
方
で
懐
妊
中
に
逝
去
し
た
悲
し
み
を
記
し
て
い
る
。
そ
し
て
こ
の
よ
う
な

表
現
の
違
い
は
、
一
聯
ご
と
で
は
な
く
、
悲
嘆
表
現
全
体
を
見
た
場
合
、
よ
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り
明
確
に
な
る
。
述
子
願
文
の
Ｅ
3
、
Ｅ
4
に
注
目
し
た
い
。
再
掲
し
よ
う
。

3　

去
夏
哀
情
毒
焰
、
在
胸
而
未
滅
。

Ｅ　

今
冬
啼
眼
寒
氷
、
承
眦
而
無
乾
。

4　

漢
宮
入
内
之
夜
、
傍
華
輦
而
成
歓
。

Ｅ　

荒
原
送
終
之
時
、
混
松
風
而
添
哭
。

Ｅ
3
は
、
去
る
夏
の
悲
し
み
も
ま
だ
癒
え
て
お
ら
ず
、
ま
た
述
子
が
亡
く

な
っ
た
今
冬
の
涙
も
乾
く
こ
と
が
な
い
、
と
い
っ
た
意
で
あ
る
。「
去
夏
哀

情
」
は
お
そ
ら
く
述
子
の
前
年
天
暦
元
年
（
九
四
七
）
五
月
に
亡
く
な
っ
た

「
藤
原
実
頼
女
」と
称
さ
れ
る
、
源
高
明
の
正
妻
で
あ
っ
た
実
頼
の
娘
を
指
す

と
考
え
ら
れ
る（

（
（

。
つ
ま
り
「
去
夏
哀
情
」
と
「
今
冬
啼
眼
」
は
、
前
年
に
続

い
て
今
年
も
娘
を
喪
っ
た
と
い
う
悲
し
み
を
対
句
で
表
現
し
て
い
る
。
Ｅ
4

で
は
、
入
内
時
と
葬
送
時
の
対
比
に
よ
っ
て
喜
び
と
悲
し
み
を
対
照
的
に
描

い
て
い
る
。
Ｅ
3
と
Ｅ
4
は
い
ず
れ
も
、
昔
時
と
今
時
と
い
う
時
間
経
過
を

対
に
し
て
悲
し
み
を
表
現
し
て
い
る
の
で
あ
る（

（1
（

。
こ
う
し
て
見
る
と
、
述
子

願
文
の
、Ｅ
1
・
Ｅ
2
・
Ｅ
3
・
Ｅ
4
は
、各
聯
ご
と
が
独
立
し
て
お
り
、そ

れ
ぞ
れ
の
隔
句
対
の
中
で
前
句
と
後
句
を
整
然
と
対
照
さ
せ
る
よ
う
な
作
り

方
に
な
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
述
子
願
文
の
特
徴
と
比
較
し
て
み
る
と
、
忯

子
願
文
は
述
子
願
文
の
よ
う
に
、
各
聯
ご
と
に
完
結
さ
せ
た
対
句
を
作
る
と

い
う
よ
り
も
、
全
体
の
文
脈
を
承
け
た
対
句
を
作
成
し
て
い
る
き
ら
い
が
あ

る
。
そ
れ
が
最
も
表
れ
て
い
る
の
が
、
先
に
見
た
「
李
夫
人
…
…
」
の
隔
句

対
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
句
に
つ
い
て
、
次
節
で
詳
し
く
見
て
い
こ

う
。

四　

忯
子
願
文
の
独
自
性
―
「
李
夫
人
之
反
魂
尚
可
労
方
士 

　

大
長
者
之
出
孕
窃
欲
恨
如
来
」
の
技
巧
―

二
節
で
言
及
し
た
よ
う
に
、
忯
子
願
文
は
、
述
子
願
文
に
比
べ
る
と
、
ス

ト
ー
リ
ー
性
を
帯
び
た
描
き
方
に
な
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
「
李
夫
人
之
反
魂

尚
可
レ
労
二
方
士
一 

大
長
者
之
出
レ
孕
窃
欲
レ
恨
二
如
来
一
」に
注
目
す
る
と
、
こ

れ
ら
は
前
後
の
文
脈
を
意
識
し
て
作
成
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
故
に
本
願
文
の

ス
ト
ー
リ
ー
性
が
よ
り
高
め
ら
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
本
節
で
は
こ
の

点
を
見
て
い
き
た
い
。

ま
ず
、
前
句「
李
夫
人
之
反
魂
尚
可
レ
労
二
方
士
一
」か
ら
検
討
し
よ
う
。
こ

れ
は
、
Ｅ
5
の
「
欲
レ
訪
二
旅
魂
一
而
未
レ
由
、
故
図
二
金
人
一
以
為
レ
使
。
将
レ

通
二
音
信
一
而
無
レ
便
、
兼
写
二
宝
偈
一
以
代
レ
書
」と
照
応
し
て
い
る
と
考
え
ら

れ
る
。
こ
れ
は
先
述
し
た
通
り
、
故
人
と
音
信
を
通
ず
る
こ
と
は
で
き
な
い

の
で
、
便
り
の
代
わ
り
に
仏
像
を
描
い
た
絵
画
や
書
写
し
た
経
典
を
以
て
故

人
を
弔
お
う
と
い
う
表
現
で
あ
る
。「
李
夫
人
之
反
魂
尚
可
労
方
士
」
が
こ
れ

を
承
け
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
の
は
、
空
海
「
三
嶋
大
夫
為
二
亡
息
女
一
書
写

二
供
養
法
花
経
講
説
一
表
白
文
」（
性
霊
集
巻
八
79
）
に
同
様
の
展
開
が
見
え

る
か
ら
で
あ
る
（
（1
（

（
以
下
、
三
嶋
表
白
文
）。

有
二
一
鍾
愛
女
息
一
。
婦
容
具
而
至
孝
、
婦
徳
備
而
醮
レ
人
。
…
…
誰
図
、

四
大
毒
蛇
忽
闘
二
身
城
一
。
五
蘊
悪
鬼
乍
乱
二
心
府
一
。
洗
レ
胃
名
医
針
灸

無
レ
験
、
返
レ
魂
妙
香
空
焚
無
レ
力
。
…
…
雖
二
朝
夕
流
レ
涙
、
日
夜
含
一レ

慟
、
無
レ
益
二
亡
魂
一
。
是
故
、
為
レ
済
二
亡
児
焭
霊
一
、
謹
奉
二
写
金
字
妙

法
蓮
花
経
一
部
般
若
心
経
一
巻
一
、
兼
延
二
五
十
八
法
侶
一
、
講
二
宣
妙
経
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奧
義
一
。

ま
ず
、
三
嶋
表
白
文
も
「
有
二
一
鍾
愛
女
息
一
」
と
あ
る
よ
う
に
、
父
が
娘
を

供
養
す
る
た
め
に
作
成
さ
れ
て
い
る
。
注
目
し
た
い
の
は
、
こ
こ
で
も
「
返

レ
魂
妙
香
空
焚
無
レ
力
」
と
、
死
者
の
魂
を
甦
ら
せ
る
反
魂
香
を
焚
い
て
も
結

局
意
味
は
な
い
と
述
べ
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
東
方
朔
の
『
十
州

記
』
に
見
え
る
仙
境
に
あ
る
反
魂
樹
と
い
う
木
の
根
か
ら
取
っ
た
香
を
死
者

に
か
が
す
と
甦
る
と
い
う
故
事
に
拠
る
と
さ
れ
る（

（1
（

。
忯
子
願
文
で
は
、
同
じ

く
反
魂
香
の
故
事
を
用
い
る
に
あ
た
り
、
そ
の
典
拠
を
「
李
夫
人
」
と
す
る

こ
と
で
、
忯
子
の
女
御
と
い
う
身
分
を
強
調
し
て
い
る
こ
と
が
窺
え
る
。
典

拠
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
な
お
検
討
の
余
地
は
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
三
嶋
表

白
文
と
忯
子
願
文
の
展
開
が
共
通
し
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
た
い
。
三
嶋
表

白
文
で
も
反
魂
香
の
無
力
を
述
べ
た
後（
波
線
部
）、
悲
し
ん
で
も
亡
き
魂
に

は
意
味
が
な
い
の
で
経
典
を
供
養
す
る
（
破
線
部
）
と
い
う
展
開
に
な
っ
て

い
る
。
こ
れ
は
忯
子
願
文
で
、
Ｅ
2「
李
夫
人
之
反
魂
尚
可
レ
労
二
方
士
一
」と

反
魂
香
の
故
事
を
踏
ま
え
、
そ
し
て
Ｅ
5
「
欲
レ
訪
二
旅
魂
一
而
未
レ
由
…
…
」

と
、
故
人
と
音
信
を
通
ず
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
、
便
り
の
代
わ
り
に
仏

像
を
描
い
た
絵
画
や
書
写
し
た
経
典
を
以
て
故
人
を
弔
お
う
、
と
い
う
展
開

と
重
な
る
。
三
嶋
表
白
文
と
忯
子
願
文
に
直
接
的
な
関
係
が
あ
っ
た
か
否
か

は
別
と
し
て
、
忯
子
願
文
以
前
に
右
の
よ
う
な
展
開
を
持
つ
枠
組
み
が
存
在

し
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。
Ｅ
2
「
李
夫
人
之
反
魂
尚
可
レ
労
二
方
士
一
」
は
、

そ
の
枠
組
み
を
意
識
し
て
、
Ｅ
5
「
欲
レ
訪
二
旅
魂
一
而
未
レ
由
…
…
」
に
照
応

す
る
よ
う
に
作
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

続
い
て
、
後
句
「
大
長
者
之
出
レ
孕
窃
欲
レ
恨
二
如
来
一
」
も
見
て
い
き
た
い
。

こ
れ
は
、
二
節
で
見
た
Ｃ
の
部
分
の
、「
夢
結
二
蘭
芬
一
、
心
祈
二
蓬
矢
一
」
を

意
識
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。「
夢
結
二
蘭
芬
一
」
は
、『
春
秋
左
氏
伝
』
宣

公
三
年
に
記
さ
れ
る
故
事
と
さ
れ
る
。
鄭
の
文
公
の
妾
の
夢
に
天
の
神
が
現

れ
、
蘭
を
与
え
た
の
ち
、
妾
が
身
ご
も
り
、
文
公
の
子（
穆
公
）を
身
ご
も
っ

た
と
い
う
こ
と
を
踏
ま
え
て
、
忯
子
の
懐
妊
を
表
し
て
い
る
（
（1
（

。「
蓬
矢
」
は
、

蓬
で
羽
を
は
い
だ
矢
で
、
桑
弧
と
と
も
に
、
悪
鬼
・
邪
神
な
ど
を
除
く
魔
除

け
の
道
具
と
さ
れ
る
。
こ
れ
は『
礼
記
』に
記
さ
れ
る
儀
式
に
基
づ
い
て
、
皇

子
の
誕
生
を
祈
念
し
た
こ
と
を
表
し
て
い
る
（
（1
（

。
こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
が

「
蘭
芬
」
で
あ
る
。「
蘭
芬
」
は
、
蘭
の
か
お
り
で
あ
る
が
、
女
性
を
形
容
す

る
語
で
も
あ
る（

（1
（

の
で
、「
蓬
矢
」
と
の
対
と
し
て
見
る
と
、
皇
女
を
意
味
す
る

と
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、「
夢
結
二
蘭
芬
一
、
心
祈
二
蓬
矢
一
」
は
、
忯
子
は

懐
妊
し
た
も
の
の
、
そ
れ
は
皇
女
で
あ
る
こ
と
を
夢
に
見
た
の
で
、
皇
子
の

誕
生
を
祈
願
し
た
と
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。
こ
の
よ
う
に

解
す
る
と
、
こ
の
箇
所
が
「
大
長
者
之
出
レ
孕
窃
欲
レ
恨
二
如
来
一
」
の
故
事
に

繋
が
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。『
大
般
涅
槃
経
』（
巻
三
十
・
師
子
吼
菩
薩

品
第
十
一
之
四
）
の
本
文
を
一
部
掲
げ
な
が
ら
概
要
を
確
認
し
よ
う
。

チ
ャ
ン
パ
ー
都
に
大
富
豪
が
い
た
。
大
富
豪
は
跡
継
ぎ
が
い
な
か
っ
た
が
、

六
人
の
思
想
家
に
祈
祷
し
て
も
ら
い
、
そ
の
効
き
目
に
よ
っ
て
妻
が
懐
妊
す

る
。
富
豪
は
大
喜
び
し
て
六
人
の
思
想
家
に
生
ま
れ
て
く
る
子
が
男
子
か
女

子
を
問
う
と
、
女
子
だ
と
言
わ
れ
悲
し
む
。
そ
れ
を
見
た
智
者
が
ど
う
し
て

そ
ん
な
に
悲
し
ん
で
い
る
の
か
と
問
う
と
富
豪
は
、「
我
婦
懐
妊
、
未
レ
知
二

男
女
一
、
故
問
二
六
師
一
。
六
師
見
二
語
如
我
相
法
一
、
生
必
是
女
。
我
聞
二
是
語

一
、
自
惟
年
老
、
財
富
無
レ
量
。
如
レ
其
非
レ
男
無
レ
所
二
付
囑
一
、
是
故
我
愁
」。
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と
、
女
の
子
で
あ
る
と
巨
額
の
財
産
を
継
が
せ
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
、

そ
の
こ
と
を
憂
い
て
い
る
と
い
う
。
こ
れ
を
聞
い
た
智
者
は
、「
汝
無
二
智

慧
一
。
…
…
如
来
世
尊
於
一
切
法
知
見
無
レ
礙
、
故
名
為
レ
仏
。
発
言
無
レ
二
、

故
名
二
如
来
一
。
…
…
如
来
今
者
近
在
此
住
。
若
欲
二
実
知
一
、
当
詣
二
仏
所
一
」

と
、
六
人
の
思
想
家
と
は
違
い
、
釈
迦
は
あ
ら
ゆ
る
こ
と
を
自
在
に
見
る
こ

と
の
で
き
る
方
で
、
そ
れ
故
に
ブ
ッ
ダ
と
呼
ば
れ
、
発
言
に
二
言
は
な
い
か

ら
如
来
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
そ
の
釈
迦
が
今
近
く
に
来
て
い
る
か
ら
、
生
ま

れ
て
く
る
子
の
性
別
を
知
り
た
け
れ
ば
、
釈
迦
に
尋
ね
る
と
良
い
と
言
い
、

富
豪
と
と
も
に
釈
迦
の
も
と
を
訪
れ
る
。
富
豪
の
問
い
に
対
し
て
釈
迦
は
、

「
長
者
、
汝
婦
懐
妊
、
是
男
無
レ
疑
。
其
兒
生
已
福
徳
無
レ
比
」
と
、
生
ま
れ

て
く
る
子
は
お
そ
ら
く
男
の
子
で
、
家
に
計
り
知
れ
な
い
福
徳
を
も
た
ら
す

だ
ろ
う
と
い
う
。
こ
れ
を
聞
い
て
大
喜
び
し
た
富
豪
は
帰
宅
す
る
。
し
か
し

こ
の
釈
迦
の
予
言
を
聞
い
て
嫉
妬
し
た
六
人
の
思
想
家
は
、
マ
ン
ゴ
ー
の
果

樹
を
混
ぜ
た
毒
薬
を
長
者
の
家
に
持
っ
て
行
く
。
そ
し
て
「
汝
婦
臨
月
、
可

レ
服
二
此
薬
一
。
服
二
此
薬
一
已
兒
則
端
正
、
産
者
無
レ
患
」と
、
こ
の
薬
を
飲
む

と
母
子
と
も
に
患
い
が
な
い
だ
ろ
う
と
言
っ
て
、
長
者
を
騙
す
。
騙
さ
れ
た

長
者
は
喜
ん
で
薬
を
受
け
取
る
が
、
妻
は
死
ん
で
し
ま
っ
た
。
こ
れ
を
知
っ

た
釈
迦
は
、
邪
見
を
取
り
除
く
た
め
に
富
豪
が
荼
毘
に
付
し
て
い
る
墓
場
に

向
か
う
。
大
富
豪
は
、
釈
迦
に
「
所
レ
言
無
レ
二
、
可
レ
名
二
世
尊
一
。
母
已
終

亡
云
何
生
子
」
と
、
ブ
ッ
ダ
に
は
二
言
な
し
と
言
っ
た
の
に
妻
は
死
ん
で
し

ま
っ
た
と
不
満
の
言
葉
を
述
べ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
釈
迦
は
、「
長
者
、
卿
於

二
爾
時
一
、
都
不
レ
見
二
問
二
母
命
修
短
一
。
但
問
三
所
レ
懐
為
二
是
男
女
一
。
諸
仏

如
来
発
言
無
レ
二
。
是
故
当
レ
知
。
定
必
得
レ
子
」
と
、
あ
な
た
は
あ
の
時
妻

の
命
の
長
短
は
訊
か
な
か
っ
た
、
た
だ
生
ま
れ
て
て
く
る
子
ど
も
の
性
別
だ

け
を
訊
い
た
。
私
に
は
二
言
は
な
い
、
だ
か
ら
必
ず
男
の
子
を
得
る
だ
ろ
う
、

と
答
え
る
。
す
る
と
こ
の
時
、
焼
か
れ
た
妻
の
死
体
の
腹
が
裂
け
、
そ
の
中

か
ら
赤
子
が
出
て
き
て
、
火
の
中
に
端
座
し
た
。
そ
の
姿
は
、
鴛
鴦
が
蓮
華

に
座
っ
て
い
る
よ
う
だ
と
い
う
。
そ
れ
は
、「
是
時
死
屍
火
焼
腹
裂
、
子
従
レ

中
出
端
二
坐
火
中
一
。
猶
レ
如
三
鴛
鴦
処
二
蓮
花
台
一
」
と
記
さ
れ
る
。
こ
の
後
、

赤
子
は
火
の
中
か
ら
取
り
出
さ
れ
、
そ
の
場
に
い
た
人
々
は
釈
迦
の
神
通
力

を
見
て
釈
迦
に
帰
依
し
た
と
し
て
、
こ
の
説
話
は
閉
じ
ら
れ
る
。

こ
の
説
話
の
主
眼
が
釈
迦
の
功
徳
に
よ
っ
て
死
し
た
母
体
か
ら
胎
児
が
誕

生
し
た
と
い
う
と
こ
ろ
に
あ
り
、「
大
長
者
之
出
レ
乃
子
窃
欲
レ
恨
二
如
来
」
が

こ
の
話
を
逆
手
に
と
っ
て
忯
子
の
死
を
悲
嘆
す
る
表
現
で
あ
る
の
は
確
か
で

あ
る
。
し
か
し
、
も
う
一
つ
重
要
と
考
え
ら
れ
る
の
は
、
生
ま
れ
て
来
る
子

の
性
別
を
巡
っ
て
、
六
人
の
思
想
家
と
釈
迦
の
予
言
の
対
立
し
た
の
が
事
の

発
端
と
な
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
保
胤
は
、
こ
の
点
も
踏
ま
え

て
本
説
話
を
用
い
た
の
で
は
な
い
か
。「
大
長
者
之
出
レ
孕
窃
欲
レ
恨
二
如
来
一
」

が
「
夢
結
二
蘭
芬
一
、
心
祈
二
蓬
矢
一
」
を
承
け
た
句
と
見
る
こ
と
で
、
願
主
為

光
が
男
子
の
出
生
を
強
く
望
ん
で
い
た
こ
と
が
よ
り
強
調
さ
れ
る
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。

以
上
の
よ
う
に
、「
李
夫
人
之
反
魂
尚
可
レ
労
二
方
士
一
、
大
長
者
之
出
レ
孕

窃
欲
レ
恨
二
如
来
一
」
の
、「
李
夫
人
…
…
」
は
、
後
の
「
欲
レ
訪
二
旅
魂
一
而
未
レ

由
…
…
」
と
、「
大
長
者
…
…
」
は
前
の
「
夢
結
二
蘭
芬
一
…
…
」
と
を
呼
応

さ
せ
た
句
で
、
こ
れ
ら
は
前
後
の
文
脈
と
接
続
さ
せ
な
が
ら
、
作
ら
れ
て
い

る
こ
と
が
窺
え
る
。
こ
れ
故
に
本
願
文
は
、
忯
子
の
入
内
・
逝
去
を
描
く
場

10



面
か
ら
悲
嘆
表
現
に
入
る
ま
で
の
展
開
に
連
続
性
が
あ
り
、
全
体
と
し
て
物

語
性
を
帯
び
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

お
わ
り
に

本
稿
で
は
、
忯
子
願
文
を
述
子
願
文
と
比
較
す
る
こ
と
で
、
故
人
が
女
御

で
あ
る
願
文
の
型
を
見
出
し
た
。
入
内
か
ら
逝
去
を
描
く
に
あ
た
っ
て
天
皇

の
恩
徳
や
宮
中
を
表
す
句
を
示
す
こ
と
で
、
女
御
と
い
う
身
分
を
強
調
し
た

描
き
方
が
な
さ
れ
て
い
る
点
は
両
願
文
の
共
通
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
ま
た
、

悲
嘆
表
現
に
お
い
て
も
各
聯
ご
と
に
見
る
と
、
懐
妊
中
に
逝
去
し
た
こ
と
を

踏
ま
え
な
が
ら
悲
嘆
を
表
現
す
る
こ
と
な
ど
、
そ
の
表
現
の
パ
タ
ー
ン
に
も

共
通
性
が
見
ら
れ
た
。
従
っ
て
、
願
文
の
型
と
し
て
は
、
忯
子
願
文
も
述
子

願
文
の
型
を
継
承
し
て
お
り
、
故
人
が
女
御
の
願
文
と
い
う
型
を
意
識
し
て

作
成
さ
れ
た
も
の
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
た
だ
し
、
天
皇
の
恩
徳
を
忯
子
と
の

情
愛
と
し
て
一
連
の
ス
ト
ー
リ
ー
の
よ
う
に
描
く
点
、「
李
夫
人
之
反
魂
尚

可
レ
労
二
方
士
一
、
大
長
者
之
出
レ
孕
窃
欲
レ
恨
二
如
来
一
」
と
い
う
前
後
の
文
脈

を
包
括
し
た
悲
嘆
表
現
が
用
い
ら
れ
る
点
は
、
本
願
文
な
ら
で
は
の
特
徴
で

あ
る
。
こ
れ
ら
の
特
徴
ゆ
え
に
本
願
文
は
全
体
と
し
て
物
語
性
を
帯
び
て
お

り
、
こ
こ
に
本
願
文
の
独
自
性
が
あ
る
だ
ろ
う
。

ま
た
、
本
願
文
が
述
子
願
文
と
比
べ
て
も
う
一
つ
特
徴
的
な
の
は
、「
弟

子
、
上
泣
二
聖
明
之
恩
一
、
下
泣
二
父
子
之
愛
一
」、「
不
レ
聞
于
今
仁
王
垂
二
哀

憐
一
、
不
レ
知
又
我
老
身
忘
二
寝
食
一
」と
い
う
よ
う
に
、
花
山
天
皇（「
聖
明
」・

「
仁
王
」）
と
為
光
（「
父
子
」・「
老
身
」）
が
対
で
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ

る
。
追
善
願
文
の
表
現
主
体
に
は
、
作
者
と
願
主
と
い
う
二
重
の
主
体
が
あ

る
が
、
忯
子
願
文
で
は
述
子
願
文
に
比
べ
て
、
願
主
為
光
の
主
体
が
強
く
表

れ
て
お
り
、さ
ら
に
天
皇
の
存
在
も
提
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、忯

子
を
寵
愛
し
た
花
山
天
皇
、
皇
太
子
誕
生
を
待
ち
望
み
な
が
ら
そ
れ
が
叶
う

こ
と
な
く
、
娘
の
死
の
悲
嘆
に
暮
れ
る
為
光
と
い
う
人
物
が
願
文
の
中
に
明

確
に
浮
か
び
上
が
る
。
こ
の
点
も
本
願
文
を
物
語
た
ら
し
め
る
要
因
の
一
つ

だ
ろ
う
。
本
願
文
は
、
願
主
為
光
と
花
山
天
皇
と
い
う
人
物
を
対
句
表
現
を

以
て
願
文
の
中
に
巧
み
に
反
映
さ
せ
て
い
る
。
作
者
保
胤
の
文
人
と
し
て
の

技
量
を
も
窺
う
こ
と
が
で
き
る
作
品
で
あ
ろ
う
。

注（1
）　

花
山
院
の
忯
子
に
対
す
る
寵
愛
に
つ
い
て
は
、『
今
井
源
衛
著
作
集
9 

花
山

院
と
清
少
納
言
』（
笠
間
書
院
、
二
〇
〇
七
年
）「
花
山
院
の
生
涯
」、
新
間
一

美
「
桐
壺
更
衣
の
原
像
に
つ
い
て
―
李
夫
人
と
花
山
院
女
御
忯
子
」『
源
氏
物

語
と
白
居
易
の
文
学
』（
和
泉
書
院
、
二
〇
〇
三
年
）
に
詳
し
い
。
な
お
、
新

間
論
文
で
は
、
願
文
の
表
現
と
『
源
氏
物
語
』
の
関
わ
り
を
指
摘
す
る
。

（
2
）　

こ
こ
に
見
た
述
子
願
文
の
表
現
は
、
渡
辺
論
文
「
願
文
研
究
の
一
視
点
」
語

釈
の
中
で
用
例
と
し
て
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
な
お
、渡
辺
氏
の
忯
子
願
文
の
注

釈
は
、「
王
朝
願
文
の
世
界
」（『
日
本
文
学
史
を
読
む 

Ⅱ 

古
代
後
期
』・
有
精

堂
出
版
・
一
九
九
一
年
）
に
も
所
収
さ
れ
て
い
る
。

（
3
）　
「
長
恨
歌
」
に
も
「
姉
妹
兄
弟
皆
列
レ
土 

可
レ
憐
光
彩
生
二
門
戸
一
」
と
、
玄
宗

皇
帝
の
恩
恵
に
よ
っ
て
が
楊
貴
妃
一
門
が
繁
栄
し
た
と
あ
る
。
ま
た
、「
長
恨

歌
伝
」（
白
氏
文
集
巻
一
二
）
に
は
「
雖
レ
有
二
三
夫
人
、
九
嬪
、
二
十
七
世
婦
、

八
十
一
御
妻
、
暨
後
宮
才
人
、
楽
府
伎
女
一
、
使
三
天
子
無
二
顧
盼
意
一
、
自
レ
是

六
宮
無
二
復
進
幸
者
一
」
と
あ
る
。「
顧
盼
」
と
い
う
熟
語
で
は
あ
る
が
、「
顧
」

が
皇
帝
の
寵
愛
を
示
す
語
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。

（
4
）『
漢
書
』に
見
え
る
故
事
で
、
朝
廷
内
の
こ
と
を
み
だ
り
に
口
に
し
な
い
、
思
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慮
深
さ
を
喩
え
た
も
の
。『
漢
書
』
巻
八
十
一
・
孔
光
伝
「
時
有
二
所
言
一
、
輒

削
二
草
稿
一
。
以
為
章
二
主
之
過
一
、
以
奸
二
忠
直
一
、
人
臣
大
罪
也
。
有
レ
所
二
薦

挙
一
、
唯
恐
二
其
人
之
聞
知
一
。
沐
日
帰
休
、
兄
弟
妻
子
燕
語
、
終
不
レ
及
二
朝
省

政
事
一
。
或
問
レ
光
、
温
室
省
中
樹
皆
何
木
也
。
光
黙
不
レ
応
、
更
答
以
二
他
語
一
、

其
不
レ
泄
如
レ
是
」と
あ
り
、
漢
の
孔
光
が
、
宮
中
の
温
室
殿
に
ど
ん
な
木
が
は

え
て
い
る
か
と
家
人
に
聞
か
れ
て
も
、
黙
っ
て
答
え
な
か
っ
た
と
い
う
。『
蒙

求
』
に
も
「
孔
光
温
樹
」
と
し
て
所
引
さ
れ
る
故
事
で
、
日
本
で
も
よ
く
用
い

ら
れ
る
。

（
5
）　
「
露
」
が
天
皇
の
恩
沢
を
指
す
の
は
、
菅
原
道
真
「
九
日
侍
宴
、
同
賦
二
紅

蘭
受
一レ
露
、
応
製
」（
菅
家
文
草
巻
一
・
70
）
に
「
臣
幸
著
レ
緋
恩
沢
渥
」
と
見

え
る
。「
緋
」は
紅
色
の
衣
で
五
位
の
官
職
が
着
す
も
の
で
、
道
真
を
指
す
。
つ

ま
り
、「
著
レ
緋
」
が
題
の
「
紅
蘭
」
を
、「
恩
沢
」
が
「
露
」
を
言
い
換
え
て

い
る
。

（
6
）
管
見
の
限
り
、
皇
妃
（
三
后
、
女
御
）
が
故
人
の
願
文
の
中
で
、
天
皇
と
の

情
愛
を
描
く
こ
と
は
、
忯
子
願
文
以
外
に
例
を
見
な
い
。
も
っ
と
も
、
追
善
願

文
に
夫
婦
の
情
愛
が
描
か
れ
る
の
は
、故
人
が
妻
で
願
主
が
夫
で
あ
る
場
合
が

多
い
が
、
皇
妃
が
故
人
の
場
合
は
、
願
主
が
夫
（
天
皇
）
に
な
る
例
は
な
く
、

願
主
と
故
人
の
関
係
に
拠
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、三
后

が
故
人
の
場
合
は
、
個
人
が
願
文
を
依
頼
す
る
の
で
は
な
く
、
そ
の
中
宮
職
や

皇
后
宮
職
と
い
っ
た
家
政
機
関
が
依
頼
す
る
。
こ
の
点
は
、
拙
稿「
追
善
願
文

の
書
式
と
願
主
―
『
本
朝
文
粋
』
所
収
「
花
山
院
卌
九
日
御
願
文
」
と
「
為
二

品
長
公
主
卌
九
日
願
文
」
を
巡
っ
て
―
」（『
和
漢
比
較
文
学
』
68
・
二
〇
二

二
・
二
）参
照
。
願
主
と
故
人
の
関
係
が
ど
の
よ
う
に
願
文
の
中
に
反
映
さ
れ

る
の
か
と
い
う
点
も
含
め
、
願
文
に
お
け
る
情
愛
の
描
か
れ
方
に
つ
い
て
は
、

な
お
検
討
の
余
地
が
あ
る
だ
ろ
う
。

（
7
）　

悲
嘆
表
現
の
様
々
な
パ
タ
ー
ン
に
つ
い
て
は
、
渡
辺
論
文「
願
文
研
究
の
一

視
点
」
に
も
詳
し
い
。

（
8
）　

白
居
易
「
李
夫
人
」
の
当
該
場
面
は
以
下
の
通
り
。

	

漢
武
帝
、
初
哭
二
李
夫
人
一
。
…
…
又
令
三
方
士
合
二
霊
薬
一
、
玉
釜
煎
錬
金
炉
焚
。

九
華
帳
中
夜
悄
悄
、
反
魂
香
降
夫
人
魂
。
夫
人
之
魂
在
二
何
許
一
、
香
煙
引
到
焚

香
処
。
既
来
何
苦
不
二
須
臾
一
、
縹
緲
悠
揚
還
滅
去
。
去
何
速
兮
来
何
遅
、
是
耶

非
耶
両
不
レ
知
。
翠
蛾
髣
髴
平
生
貌
、
不
レ
似
二
昭
陽
寝
レ
疾
時
一
。
魂
之
不
レ
来

君
心
苦
、
魂
之
来
兮
君
亦
悲
。
背
レ
燈
隔
レ
帳
不
レ
得
レ
語
、
安
用
二
暫
来
還
見
一レ

違
。

（
9
）　
『
朝
野
群
載
』
巻
二
に
「
源
高
明
正
嫡
乳
母
諷
誦
文
」
と
い
う
四
十
九
日
の

諷
誦
文
が
あ
り
、
こ
れ
が
「
藤
原
実
頼
女
」
の
た
め
に
書
か
れ
た
も
の
と
考
え

ら
れ
る
。
本
諷
誦
文
の
文
中
に
は「
左
丞
相
之
愛
子
、
右
金
吾
之
正
嫡
。
則
是

賤
妾
忝
所
レ
奉
二
乳
養
一
也
。」
と
あ
り
、
末
尾
に
「
天
暦
元
年
七
月
八
日
」
と

い
う
年
月
日
が
記
さ
れ
て
い
る
。『
公
卿
補
任
』
に
よ
る
と
「
左
丞
相
」
は
左

大
臣
実
頼
、「
右
金
吾
」
は
右
衛
門
督
源
高
明
で
あ
る
。
従
っ
て
、
本
諷
誦
文

が
源
高
明
の
正
妻
で
あ
っ
た
実
頼
の
娘
の
た
め
に
作
成
さ
れ
た
も
の
で
、そ
の

時
期
は
述
子
願
文
の
前
年
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
（『
大
日
本
史
料
』
一
―

八
、
九
四
九
頁
以
下
参
照
）。

（
10
）　

悲
嘆
表
現
に
今
時
と
昔
時
を
対
照
的
に
表
現
す
る
こ
と
が
多
い
こ
と
は
、渡

辺
論
文
「
願
文
研
究
の
一
視
点
」
に
も
言
及
さ
れ
て
い
る
。

（
11
）　

三
嶋
表
白
文
は
、
渡
辺
注
釈
「
願
文
研
究
の
一
視
点
」
の
掲
げ
る
語
釈
の
中

に
用
例
と
し
て
指
摘
が
あ
る
。

（
12
）　

三
嶋
表
白
文
に
用
い
ら
れ
る
反
魂
香
の
故
事
が
『
十
州
記
』
に
拠
る
こ
と
は
、

『
三
教
指
帰 

性
霊
集
』（
日
本
古
典
文
学
大
系
）
及
び
『
弘
法
大
師
空
海
全
集 

巻
六
』（
筑
摩
書
房
、
一
九
八
四
年
）
の
指
摘
に
よ
る
。

（
13
）　
『
春
秋
左
氏
伝
』
宣
公
三
年
に
「
冬
、
鄭
穆
公
卒
。
初
、
鄭
文
公
有
二
賤
妾
一
、

曰
二
燕
姞
一
。
夢
天
使
レ
与
二
己
蘭
一
。
曰
、
余
為
二
伯
鯈
一
。
余
而
祖
也
。
以
レ
是

為
二
而
子
一
。
以
蘭
三
有
二
国
香
一
、
人
服
二
媚
之
一
如
レ
是
也
。
既
而
文
公
見
レ
之
、

与
二
之
蘭
一
而
御
レ
之
。
辞
曰
、
妾
不
才
。
幸
而
有
レ
子
、
将
レ
不
レ
信
。
敢
徵
レ
蘭

乎
。
公
曰
、
諾
。
生
二
穆
公
一
。
名
レ
之
曰
レ
蘭
」（
藝
文
類
聚
巻
八
十
一
・
蘭
に

も
所
引
）
と
あ
る
。
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（
14
）　
『
礼
記
』「
内
則
」
に
「
国
君
世
子
生
、
告
二
于
君
一
、
接
以
二
大
牢
一
。
宰
掌
レ

具
。
三
日
、
卜
レ
士
負
レ
之
。
吉
者
宿
斉
、
朝
服
、
寝
門
外
詩
負
レ
之
。
射
人
以
二

桑
弧
、
蓬
矢
六
一
、
射
二
天
地
四
方
一
。
保
受
乃
負
レ
之
。
宰
醴
レ
負
レ
子
、
賜
二
之

束
帛
一
。
卜
二
士
之
妻
、
大
夫
之
妾
一
、
使
レ
食
レ
子
」
と
あ
る
他
、「
射
儀
」
に

も「
故
男
子
生
、
桑
弧
蓬
矢
六
、
以
射
二
天
地
四
方
一
。
天
地
四
方
者
、
男
子
之

所
レ
有
レ
事
也
。
故
必
先
有
レ
志
二
於
其
所
一レ
有
事
、
然
後
敢
用
レ
穀
也
。
飯
食
之

謂
也
」
と
あ
る
。

（
15
）　
「
新
安
長
公
主
墓
誌
銘
」（
藝
文
類
聚
巻
十
六
・
公
主
）
に
は
「
誕
茲
明
淑
、

玉
振
蘭
芬
、
誉
宣
女
師
、
徳
侔
高
行
」と
、
皇
女
に
用
い
ら
れ
て
い
る
他
、
日

本
で
も
桑
原
腹
赤「
奉
レ
和
レ
傷
二
野
女
侍
中
一
。一
首
」（
文
華
秀
麗
集
巻
中
84
）

に
「
柳
絮
文
詞
身
後
在
、
蘭
芬
婦
徳
世
間
伝
」
と
あ
る
。
な
お
、
先
行
注
で
は

「
蘭
芬
」
が
皇
女
で
あ
る
か
否
か
と
い
う
点
に
言
及
は
な
い
。

使
用
テ
キ
ス
ト

本
朝
文
粋
―
身
延
山
本
久
遠
寺
本
『
重
要
文
化
財 

本
朝
文
粋
』（
汲
古
書
院
・
一
九

八
〇
年
）〔
新
日
本
古
典
文
学
大
系
（
岩
波
書
店
）
の
作
品
番
号
を
付
し
た
〕

　

※
忯
子
願
文
の
「
大
長
者
」
は
底
本
で
は
「
火
長
者
」
と
な
っ
て
い
る
。
本
箇
所

は
『
涅
槃
経
」
及
び
真
福
寺
本
（
冊
子
本
）
に
従
い
、「
大
長
者
」
に
校
訂
し

た
。
な
お
、
真
福
寺
本
は
『
漢
文
学
資
料
集
」（
真
福
寺
善
本
叢
刊
12
・
臨
川

書
店
）
所
収
の
影
印
を
参
照
し
た
。

性
霊
集 

―
『
定
本
弘
法
大
師
全
集 

巻
八
』（
密
教
文
化
研
究
所
、
一
九
九
六
年
）

〔
日
本
古
典
文
学
大
系
（
岩
波
書
店
）
の
作
品
番
号
を
付
し
た
〕

文
華
秀
麗
集
―
日
本
古
典
文
学
大
系
69
（
岩
波
書
店
）

菅
家
文
草
―
元
禄
十
三
年
刊
本
〔
日
本
古
典
文
学
大
系
（
岩
波
書
店
）
の
作
品
番
号

を
付
し
た
〕

朝
野
群
載
―
新
訂
増
補
国
史
大
系
（
吉
川
弘
文
館
）

王
沢
不
渇
鈔
―
内
閣
文
庫
本

後
漢
書
―
吉
川
忠
夫
『
後
漢
書 

本
紀
二
』（
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
二
年
）

春
秋
左
氏
伝
・
礼
記
―
新
釈
漢
文
大
系
（
明
治
書
院
）

漢
書
・
芸
文
類
聚
―
中
華
書
局

白
氏
文
集
―
『
白
氏
文
集
歌
詩
索
引
』（
同
朋
舎
出
版
、
一
九
八
九
年
）

涅
槃
経
―
大
正
新
脩
大
蔵
経
（
第
一
二
巻
・N

o. 0374

）

※
本
稿
で
は
、
引
用
に
際
し
て
、
漢
字
の
旧
字
体
や
異
体
字
を
通
行
の
字
体
に
改
め

た
。
訓
読
は
適
宜
改
め
、
句
読
点
を
補
っ
た
。
ま
た
、
特
に
断
ら
な
い
限
り
傍

線
・
傍
点
等
は
論
者
に
よ
る
。
尚
、
引
用
中
、〔　

〕
内
は
割
注
を
、
…
…
は
省

略
を
示
す
。

付
記

本
稿
は
、
二
〇
二
二
年
日
本
学
術
振
興
会
特
別
研
究
員
奨
励
費
（
課
題
番
号
・

22J10233

「
慶
滋
保
胤
の
願
文
の
研
究
」）
の
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

（
こ
に
し
・
よ
う
こ　

本
学
博
士
後
期
課
程　

日
本
学
術
振
興
会
特
別
研
究
員
）
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